人の群れ　　　

　　　　　　　　　　高野　獨源
平成二十二年三月三十日

　

満月や桜や川や人の群れ
四月五日
　桜咲き雨が降って桜散る
　雨上がり桜満開始業式

四月六日

　夜の川桜トンネル帰宅中
四月七日

　雨の夜咲いて誇れる桜かな
桜の木聳えて高い雨の夜
四月十一日

　ざりがにを捕って喜ぶ子供達

花びらが公園の池埋め尽くす
四月十二日

　川の面に花がたゆたう雨の朝

四月十四日

　花びらが風の動きを示してる
　
道端の小さな竜巻花が舞う

四月十五日

　寝不足ですぐに息切れ春の駅

　
五時過ぎて外が明るい卯月かな
四月十六日

　春半ば暑さ寒さを繰り返す
寝不足しまとめ寝の春不健康
寒すぎてコートを取り出す春の雨

　
五月十一日

　春半ば雨の一日ユーロ安
　
久しぶり渋谷の違和感春の日に

春の街若者集まる日曜日
春霞子等と眺める富山湾

五月十二日

　春雨や緑一面河も樹も
　

五月十三日

　晴れた朝緑の川に鴨一羽
　
もの自体観ること出来ず観念論
　
春の夜画面見過ぎで眼が赤い

五月十四日

　散髪す緑も伸びる街の木々

日は長し夕陽明るき事務所かな
五月十七日

月と星春の夜空に浮かびけり
三日月と宵の明星五月空
五月二十一日

雨上がり散歩日和の昼下がり
五月二十七日

山裏の夕日が照らす雲の底
七時過ぎ未だあかるき五月空

六月七日

また一年初夏の香りを風運ぶ
ざわめきの初夏をドラマに見出しつ
六月八日

　風薫る水無月の空スカイツリー
六月十日

　夕暮れに雲立ちこめる梅雨入り前
六月十五日

　梅雨空に空中楼閣消え失せる
六月二十五日

　夏至過ぎてかすむ満月夜の道
七月十六日

何もかも観たいと念ず梅雨の夜
人は皆一つの世界夏の闇
　
梅雨の頃この世に別れ告げる人
　

　夏の雲輝く時間を記憶せよ
　輝きを感じて過ごす夏の夜
　　　　　　　　　　　　　　　自二〇一〇（平成二十二）年三月三十日
                                　　至二〇一〇（平成二十二）年七月十六日
初版発行　二〇一〇年七月十六日  
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